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姻虫子宮内卯の発育及びその抵抗性に関する研究

第2報各積濃度フオノVマソン水浸漬後の豚刺虫子宮内

各部位卵の発育経過に関する碍究 (2) 

斎藤 敏 HR
国立予防衛生研究所寄生虫部

（昭和31年5月25日受領）

緒 百

私は各種濃度のフォルマリン液中に保存した姻虫子宮

内卵が保存期聞によるその発育能を系統的に検索せんと

して，豚畑虫体を各種波皮のフォルマリン中に浸漬，一

定期間後その子宮内虫卵を培養しそり発育経過を観察

し，その低温時における成績については既に之を発表し

た（斎藤，1955）。

木報てはその高温時における成績について報告する。

実験材料及び方法

実験材料：既報第2報（2〕と同様，芝浦屠殺場より採

取した豚畑虫体♀を使用した。

実験方法 ：上述の豚畑虫体をまず各種濃度のフォルマ

リンに27°0て一定期間浸漬した。フォルマリン濃度は，

局方フォルマリン（CH035%）を蒸溜水にてそれぞ

れ，1%, 5 %, 10%, 15%, 20%, 30%, 40%, 60%に稀釈し

たものとし，浸漬時聞は各濃度のものについてそれぞれ，

1カ月， 2カ月，8カ月，4カ月，5カ月及び6カ月と した。

浸漬容器，豚姻虫各子宮部位よりの虫卵採取，各種フ

ォルマリンに一定期間虫卵浸漬後のとれの培養方法など

は，凡て第2報（1)と同様なので，その記載は之を省

略する。なお対照実験群となすべく，同様に所定期間水

中に浸潰せしめた豚阻虫体の子宮より得られた如上各部

の虫卵を互培養法を行ったが高温（27'℃〉のため腐敗し

Toshiaki Saito: Study on the development and 

resistance of asαris eggs from the uterus of 

Ascaris suilla Duj (swine ascaris). 

II. The development of pig ascaris eggs from 

various part of the uterus after immersing them 

into formalin solution of various concentration. 

(2), 

(Department of Parasitology, National Institute 

of Health Tokyo, Japsn.) 

て使用に堪えなかったので，フォルマリン一定時浸漬直

後のものを以て之にあてた。

培養虫卵の観察 ：所定期間培養後各標本につき前回同

様虫卵各 100個を鏡見してその発育，変性状態を検し

た。なお発育の指標としては仔虫形成率及び変性率を以

でした（斎藤1955第1報 (1）参照〉。

実験成績

1.所定期間浸漬直後における仔虫形成

姻虫卵を各種濃度のフォノレマリン水溶液中に温度10°0

において一定期間浸潰した既報の実験においては，何れ

の濃度，何れの浸潰期間のものにおいても，浸漬直後卵

細胞が卵割を行いすでに成長しつつあるものを認めなか

った。しかるに今回の高温浸漬実験にあっては，所定期

間の浸漬により，卵割の開始されるものもあり，中には

浸漬直後仔虫形成の見られるものも相当存在していた。

いま，子宮各部位〈上部 3/10，中部 5/10，下部 10/10)

内虫卵の所定期間浸漬直後における仔虫形成率を表示す

れば第1表のどとくである。即ち所定高温時にあって

は，フォルマリン濃度5%以上となるときはその浸漬期

間の如何を問わず常に仔虫形成卵は認められない。一方

フォルマリン濃度1%の場合にあっては，浸漬期間一カ

月の場合においてのみ浸漬直後の仔虫形成が認められ

ず，同期間2カ月以後にあってはその各部位卵ともに多

かれ少かれ仔虫形成が認められる。そしてその仔虫形成

率は，子宮各部位に関しては上部より下部の方が各時期

ともに高率であり，また浸漬期間について云えば期間の

延長するに従って之が増加を示している。

なお今回の高温浸漬の場合にあっては， 1%フォルマ

リン浸漬の虫卵および約5%浸漬 1カ月のものを除い

て，仔虫形成を見ざる大部牙の虫卵は，すでに明かな変

性像を示しであった事は注目に価するがこの点に関して

は項を改めて記することとする。
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第2表浸漬温度 27°Cにおける浸漬期間別

子宮各部位別各種フォノレマ !JY濃度別浸

漬後2週間培養仔虫形成率

昭和 31年 12月（1956）〕

第 1表浸漬温度 27°Cにおける浸漬期間別，子

宮各部位別，各種フォルマ リシ濃度別， 浸

漬直後，仔虫形成率表
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震漬温度別1ガフォ1レマロシ濃度浸漬

後2週間培養仔虫形成率（%）

100 

第 1図

後のものにあっては，子宮上，中部内卵は既に培養前に

おいて或程度の仔虫形成を示しており，その形成率は培

養後のそれとほ三同様てある。即1うとれらの部位内卵の

同率は，浸漬後の培養によって増加しない。ただし子宮

下部内卵のみは培養直前は28%なのが培養後は48%と若

干の増加を示している事が注目される。

b) フォノレマリン濃度5%以上のもの

浸漬フォノレマリン濃度が15%主たはそれ以上の場合にー

2.次に各種フォルマリン濃度水溶液に所定期間浸漬

後瓦培養を用いて2週間培養した成績を表示すれば第2

表の如くである。

I)浸漬期間1～2カ月の場合

a) フォルマリン濃度1%のもの

浸漬期間1カ月の場合においては，排出された完全卵

と全く同と見散されている子宮下部虫卵はその殆ど全部

の虫卵が仔虫形成を示~ているに拘らず， 問中部内卵の

仔虫形成率は全卵の半数にも満たずまた向上部内卵は殆

ど仔虫形成を示さず〈仔虫形成率4%), とれを既報低

温浸漬時のそれと比較するときは（図1a.），子宮下部内

卵の仔虫形成率にはそれほど著しい相違は認められない

が，問中部内卵となるに従って同率の低下には著しいも

のが認められる。

浸漬2カ月後の卵の仔虫形成率においても，低温時に

比して高温時における各子宮部位内卵のそれが著しく低

下するという関係は，浸漬1カ月後のものと同様である

が，ζの場合には子宮下部内卵の仔虫形成率が1カ月後

のものに比して著しく低い点が異る。なお浸漬2カ月直

( 51 ) 
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あっては子宮各部位内卵ともに浸漬3カ月以上に及べば

全く仔虫形成を示さない。とれはか〉る場合虫卵は浸漬

中ないし浸漬後培養時において，たとえ卵割を開始する

ものがあっても，とれらは仔虫期に到達するととなく悉

く死滅するととを意味する。

フォルマリン濃度5%ないし10%の1カ月浸漬の場合

にあっては子宮下部内卵がわづかに仔虫形成を示すく濃

度5%で仔虫形成率 5%，同10%で2%）に止り，子宮

内中部卵は10%の場合には全く仔虫形成を示さない。

また2カ月浸漬の場合にあっては，フォルマ リン濃度

10%では何れの部の虫卵も仔虫形成を示さず，5%にい

たり，子宮下，中部内卵の極めて小部分〈各1%及び8

%〉が辛うじて仔虫を形成するに止る。

I[)浸漬期間3カ月ないしそれ以上の場合の仔虫形成

a) フォルマ リン濃度1%の場合

この場合にあっては子宮各部内卵のみその上部に到る

ほど形成率は低下してはいるが，いずれも多かれ少かれ

の仔虫を形成している。しかしいまとの各々の形成率を

浸漬直後の各々のそれと仔細に比較してみるに，その

各々の場合における両者の仔虫形成率には殆ど相違はな

い。即：；浸漬直後における仔虫形成率はその後培養によ

って増大したとは考えられない。とのととは高温時8カ

月以上の浸漬においては，仔虫形成すべきものは既に浸

漬中に悉く之を形成し終っており，したがって爾余の虫

卵は，浸漬終了後にあっては，発育途次にあるものと離

も既に仔虫を形成する能力を失っているものと解釈しえ

られる。

b) フォルマ リン濃度5%ないしそれ以上の場合

高温浸漬3カ月ないしそれ以上の期間の場合にあって

は，フォルマ リン濃度5%ないしそれ以上の場合には子

宮各部内卵ともに仔虫を形成するまでに至らなかったも

のは全く認められず，低温時浸漬の場合にあっては〈既

報（1))12カ月浸漬のものでフォルマ リン濃度5%以上

のものにおいて子宮上部位卵においても尚若干の仔虫形

成が認められるに比して，著しい対照をなしている。

3.浸漬直後における変性卵の状況

さきに触れた如く，低温浸漬時に比して今回の高温浸

浸時にあっては，1%浸漬のフォルマ リン浸漬時の虫卵

および同 5%浸漬1カ月のものを除いて，仔虫形成を見

ざる大部分の虫卵は，所定期間浸潰後においてすでにそ

の大部分ないしその全部が明らかに変性像を示してい

た。第8表は27°0浸漬時子宮内各部位別虫卵浸漬直後に

おける全虫卵に対する変性像の比率を示したものであ

〔寄生虫学雑誌 ・第 5巻 ・第 4号

る。 即ちとの表を見ると，特に子宮下部内卵にあっては

浸漬1カ月のものにあってはフォルマリン濃度15%以

上， 2カ月のそれにあっては同濃度10%以上，8カ月の

それにあっては同濃度5%以上の場合には悉くの虫卵が

既に変性を示している。この事は云うまでもなく，以上

の場合においむ完成度の最も高い子宮下部内卵においで

すらも，すでに所定条件浸漬中に全虫卵が死滅してしま

っていることを裏付けるものである。

なお子宮上中部内卵にあっては，変性卵像を示さず発

育上単細胞のままの状態のものが可なり多かったが，之

等の卵は培養後と難も依然そのままに止り，既に死滅し

たものと考えられた。一方かような虫卵の存在は子宮上

方の未定成卵は死滅後も受精完成卵におけるのと同様の

形態的変性像を示さないことを示唆する。

また変性卵の程度はフォルマ リン濃度が高度になるに

したがって増進し，例えば浸漬期間6カ月の子宮下部内

部における状況を見るに第8表の如くになる。

第 3表浸漬温度27°Cにおける浸漬期間別子

宮各部位別各種フォ 1レマリユ／濃度別浸漬

直後変性卵形成率表

浸
漬
期
間

子 フォ Jレマ !J -y 濃度別
宮
部 1 5 10 15 20 30 40 60 
位ガ% % % % % % % 

1
カ
月

上 0 0 11 10 18 16 22 19 

中 0 0 58 74 74 75 88 89 

下 0 0 93 100 100 100 100 10し

上 0 2 5 4 17 18 16 17 

中 18 39 63 64 76 81 82 90 

下 26 93 100 100 100 100 100 100 

上 3 3 7 5 10 8 12 14 

中 31 62 68 ()!) 84 87 87 95 

下 44 100 100 100 100 100 100 100 

上 2 6 5 9 J 4 8 15 18 

中 28 63 71 70 73 85 87 93 

下 45 100 100 100 100 100 100 100 

上 4 7 8 13 9 12 11 15 

中 31 72 74 75 82 85 95 97 

下 36 100 100 100 100 100 100 100 

上 5 18 13 22 28 5 3 6 

中 29 77 83 86 87 89 98 100 

下 32 100 100 100 100 100 100 100 

2
カ
月

3
カ
月

4
カ
月

5
カ
月

6
カ
月
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第 4表 フォ Jレマ 1)－：／濃度I~6 27°C浸漬豚

畑虫子宮内卵の浸漬直後および培養後の

仔虫形成率 (%) 
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等は培養後も単細胞形のまま止るとと，および一般に受

精後未完成卵は完成卵に比してその抵抗力はむしろ弱か

るべきこととを考え合せるときは，当然死滅卵と考えて

然るべきである。かように考えてみる時は，高温（27°0)

浸漬時における虫卵は，フォルマリン濃度1%の場合に

あっても，浸漬2～ 8カ月において仔虫形成に到らざる

卵の殆ど大部牙は変性，死滅してしまっているものと見

倣して大過はないと考えられる。

なおか〉る場合仔虫形成卵自体も長期間之を浸漬する

ときは変性死滅する可能性もあるので，試みに1%フォ

ルマリンに（27°0) 6カ月浸漬直後の仔虫形成卵68コに

つきその運動性を検したととろ，そのうち12コ〈%〉は

運動を示す事を認めた。すなわち浸漬6カ月後において

も少しはその仔虫形成卵のl部は生存しているものと考

えられる。

以上を小揺すれば次の如くなる。すなわち各種フォル

マリン濃度に所定期間高温（28°0）浸潰した豚姻虫子宮

内卵は．同様に低温浸漬の場合に比して，フォルマリン

濃度が著しく低い場合くこの場合1%）を除いて，浸漬
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私は木報第2報1において，豚畑虫子宮内卵を低温

(10°0）において各種フォルマリン濃度に所定期間浸潰

し，とれを培養してその仔虫形成の状態を見た。その結

果によると子宮内何れの部位卵を問わずその仔虫形成率

はフォノレマリン濃度5%附近て最高に達する。しかしそ

の度は同濃度のそれ以上の上昇にしたがい，ついに一定

濃度においてその仔虫形成は認められなくなる。また子

宮部位別に見ればその上方内卵ほど，更に浸漬期間別に

見ればその期間の延長するにしたがって，その仔虫形成

率の低下の度合が著しいようであった。

本急〈第2報2）にあっては，豚阻虫子宮各部位内卵

を前報（1）と同様に各種フォルマリン濃度に所定期間浸

潰し，ただ浸漬温度を高温（28°0）となし，同様にして

培養後の仔虫形成を検したのである。が，との場合にあ

っては，低温浸漬時に比して著しい相違のlつは，フォ

ルマリン濃度1%のものにあっては，浸漬1カ月のもの

を除き，同2～6カ月のものにあっては，すでに所定期

間浸漬直後（培養前〉において，大なり小なりの程度の

仔虫形成が認められたところである。然してその度合い

は，概して子宮部位が下方に至るほど，また浸漬期間が

長期にわたるほど著しい傾向が見られる。但しフォルマ

リン濃度5%以上のものにあっては浸漬期閣の何れをも

問わず，かような事は認められない。

次に第2の注目すべき点は，フォルマリン濃度5%の

ものにあ 1つては，浸漬期間1カ月および2カ月のものの

場合はその中，下部内卵の僅かに，また濃度10%のもの

にあっては浸潰期間1カ月のものの子宮下部内卵の極め

て僅かに仔虫形成を見るのみであるに過ぎなかった事実

である。換言すれば，フォルマリン5%濃度にては 8カ

月以上浸漬時，同10%では 2カ月以上浸漬時，同15%以

上の濃度のものにあっては浸漬期間の長短を問わず，培

養による何れの部位卵においてもその仔虫形成は全く行

われないという事実である。

なおとの場合注意すべきは，フォルマリン濃度1%の

ものにあっては，浸漬直後の各部位，虫卵ともに浸漬期

間2カ月以上のものはその仔虫形成率は浸漬直後に比し

てほとんど著明なる増加を示していないととがある（第

4表参照〉。

然しζの場合特に中下部子宮内卵のうち仔虫形成卵以

外のほとんど大部好が著明に変性している事は上に述べ

に通りである。ただ子宮上部内卵も受精後の完成卵特有

の変性像を示してはいないものが多数認められるが，之
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1カ月にして殆ど大部分の虫卵は変性死滅する。一方低

フォルマリン濃度浸漬くとの場合1%）の場合にあって

は，浸漬2～8カ月にしてそのある部分は既に仔虫期卵

となる。

しかしてこの場合仔虫期卵となるものの全卵に対する

比率は，子宮部位別にはその下位部内卵の方が大であ

り，叉浸漬期間別に見ればより長期間浸漬のものの方が

大である。なお浸漬期聞が長期に至るにしたがって，仔

虫形成卵以外の殆ど凡ての虫卵は浸漬期間中に変性死滅

するに至るものと考えられる。

第 2報の要約

豚姻虫子宮内卵をその部位別（上，中，下部〉に，各

種フォルマリン濃度に低温（10°0）及び高温（27°0）に

おいて一定期間浸潰し，その後培養によりその仔虫形成

状況を検した。その結果を要約すれば次の如くなる。

1 低温浸漬時においては豚阻虫子宮内卵の仔虫形成

は，その何れの部位のものたるを問わずフォルマリン濃

度5%附近て最高に達するが，その後はフォルマリン濃

度の増大と共にその率は低下し，一定濃度に至ると仔虫

形成は全く認められなくなる。叉子宮内各部位内卵につ

いてみれば，フォルマリン濃度が一定なる時は，その仔

虫形成率は子宮上部内卵にいたるほど低く，叉その浸漬

期間が延長するにしたがってその仔虫形成率の度合が著

しいようである。

2 高温浸漬時においては，既に浸漬直後においてフ

ォルマリン濃度が著しく低い（との場合1%）場合にお

いては浸漬2カ月以後は大なり小なりの程度において仔

虫形成卵が認められる。然してその後之を培養するも仔

虫形成卵の比率はあまり増加しない。フォルマリン濃度

がやや増加 c5%以上〉するl時は，その浸漬期間の如何
を問わず浸漬直後および培養後においても，殆ど仔虫形

成は認められない。すなわちとの場合には虫卵の抵抗力

は低温浸漬時に比して著しく滅弱されている。

3.一般に子宮下部内卵に比して上部内卵にいたるほ

どフォルマリン濃度の増加，浸漬期間の延長，浸漬温度

の増大等にしたがってその仔虫形成度が減弱している。

乙れ恐らくは子宮下部内卵に比して上部内卵にいたるほ

ど未完成卵が多いためその抵抗性が弱いことに基くもの

であろう。

稿を終るに臨与終始御懇切な御指導並に御校聞を賜

わった恩師小宮義孝博士及び石崎蓮博士に深甚の謝意

を捧げる．
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Summary 

1. When preserved at a lower temperature 

(10°C) the larval formation of pig ascaris from 

every parts of its uterus showed the highest 

e伍ciencyin 5 % formalin solution. But as the 
concentration of formalin became higher its rate 

decreased gradually and in a certain high con－、

centration of formalin they showed no Jarvar 

formation. When preserved in the same con-

centratign of formalin eggs from the upper part 

of uterus showed rather lower rate larval for-

mation as compared with those from the lower 

portion. Generally speaking the rate of larval 

formation tends to increase as the time of the 

preservation prolonged. 

2. When preserved at a higher temperature 

(27°C) a considerable portion of eggs was found 

already developed up to their larval stage in the 

lowest, i.e. 1 % concentration of formalin during 
the preservation. And after the cultivation of 

those eggs the increasement of the rate of their 

larval form was found increased relatively few. 

As the concentration of formalin increased to 

more than 5 % no larval form was recognized 

regardless the time of preservation. At the 

higher temperature the resistance of eggs 
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was considered to be much decreased as com-

pared with those at the lower temperature. 

3. Generally speaking the rate of larval for-

mation of eggs of the upper portion of uterus 

( 55 ) 
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was seen to be much decreased as the time of 

the preservation prolonged, the concentration of 

formalin increased and the temperature became 

higher. 




